
　会禦
　
　
報
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
元
年
度
の
芸
能
鑑
賞
は
、
第
六
回
文
楽
鑑
賞
教
室
の
「
新
版
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
祭
文
」
と
「
夏
祭
浪
花
鑑
」
と
を
観
た
。
両
作
と
も
大
阪
が
舞
台
に

　
平
成
元
年
度国
文
学
科
活
動
報
告
　
　
　
　
　
　
　
な
っ
て
お
り
、
学
生
た
ち
に
と
っ
て
は
、
親
し
み
ゃ
す
い
作
品
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
と
思
わ
れ
る
。

　
±
云
紬能
鑑賞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
こ
ろ
で
古
典
芸
能
で
あ
る
文
楽
を
、
現
代
の
若
者
に
観
さ
せ
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
と
は
、
正
直
い
っ
て
辛
い
時
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
解
説
が
ま
ず
か
っ
た

日
　
時
　
平
成
元
年
六
月
一
九
日
（
月
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
、
人
形
の
動
き
が
少
な
い
、
ま
る
で
お
通
夜
み
た
い
な
舞
台
に
な
っ

　
　
　
　午
前
十
時
三
十
分
か
ら
（
二
年
生
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
る
時
な
ど
で
あ
る
。
そ
ん
な
時
は
、
ひ
そ
か
に
心
の
中
で
、
文
楽

　
　
　
　
午後
二
時
か
ら
（
一
年
生
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
こ
ん
な
物
で
は
な
い
、
も
っ
と
面
白
い
と
こ
ろ
も
あ
る
、
と
思
っ
て

場
所
国
立
文
楽
劇
場
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ま
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

併

参
加
者
　
一
年
生
二
〇
〇
名
、
二
年
生
一
九
五
名
、
専
任
教
員
七
名
、
　
　
　
浄
瑠
璃
は
愁
い
を
主
題
と
す
る
芸
能
で
あ
る
、
と
い
う
考
え
が
ま
だ
　
　
　
ヨ

　
　
　
　
助
手

二名
の
計
四
〇
四
名
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
流
を
占
め
て
い
る
の
か
、
な
ぜ
か
物
悲
し
い
作
品
が
多
い
。
文
楽
の

演
　
目
　
文
楽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
観
客
の
増
加
が
、
そ
ろ
そ
ろ
頭
打
ち
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
定
期
公

　
　
　
　
　
午
前
の

部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
演
の
夜
の
部
に
足
を
運
べ
ば
わ
か
る
。
素
浄
瑠
璃
を
聞
き
、
自
ら
も
楽

　
　
　
　
　
　
映
画　
　
「
文
楽
の
魅
力
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
み
な
が
ら
語
っ
た
瑠
璃
天
狗
た
ち
が
、
文
楽
を
支
え
た
時
代
は
、
既

　
　
　
　
　
　解
説
　
義
太
節
に
つ
い
て
・
人
形
の
遣
い
方
　
　
　
　
　
　
に
終
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
戦
後
流
行
っ
た
「
母
も
の
」
が
、
映
画
の

　
　
　
　
　

「

新
版
歌
祭文
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
界
か
ら
消
え
さ
っ
て
久
し
い
が
、
文
楽
で
は
未
だ
に
そ
の
興
行
感
覚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
座摩
社
の
段
・
野
崎
村
の
段
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
生
き
て
脈
打
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
か
ら
現
代
の
若
者
の
心

　
　
　
　
　午
後
の
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
つ
か
め
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
解
説
　
文
楽
に

つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
ほ
と
ん
ど
一
生
に
一
度
し
か
観
な
い
学
生
・
生
徒
た
ち
を
、
こ
れ
が

　
　
　
　
　

「夏
祭
浪
花
鑑
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
楽
な
の
か
、
と
感
動
さ
せ
る
よ
う
な
公
演
を
望
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　釣
船
三
婦
内
の
段
・
長
町
裏
の
段
　
　
　
　
　
　
　
　
文
楽
を
こ
よ
な
く
愛
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
で
あ
る
。
　
　
　
（
土
井
）



文
学
遺
跡
め
ぐ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
文
学
講
演
会

日
　
時
　
平
成
元
年
十
月
十
二
日
（
木
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
　
時
　
平
成
元
年
十
一
月
八
日
（
水
）

行
程
、
飛
鳥
資
料
館
石
舞
台
古
墳
ー
板
蓋
宮
伝
承
地
－
飛
鳥
寺
－
　
　
　
第
五
時
限
か
ら
第
六
時
限
ま
で

　
　
　
　
甘
橿
丘ー
甘
橿
丘
麓
広
場
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
対
　
象
　
国
文
学
科
一
、
二
年
全
員

　平
成
元
年
度
の
文
学
遺
跡
め
ぐ
り
は
、
萬
葉
の
ふ
る
さ
と
飛
鳥
見
学
　
　
場
　
所
　
南
港
学
舎
講
堂

と
し
て
実
施
し
た
。
長
堀
駐
車
場
を
出
た
バ
ス
は
十
一
時
前
に
明
日
香
　
　
講
　
師
　
随
筆
作
家
　
岡
部
伊
都
子
先
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
　
　
　
は

村
に

到着
。
飛
鳥
資
料
館
で
は
折
か
ら
法
隆
寺
「
飛
天
」
の
特
別
展
が
　
　
講
演
題
目
　
「
こ
こ
ろ
言
の
葉
」

開
か
れ
て
い
て
、
常
設
展
で
は
見
ら
れ
な
い
も
の
を
見
学
す
る
こ
と
が

でき
た
。
石
舞
台
へ
は
初
め
て
、
と
の
学
生
も
思
い
の
ほ
か
多
く
、
そ
　
　
　
平
成
元
年
度
国
文
学
講
演
会
は
、
相
愛
出
身
と
い
う
本
学
に
大
変
縁
　
　
　
一

の
巨
大さ
に
目
を
み
は
っ
た
よ
う
だ
。
途
中
川
原
寺
付
近
か
ら
は
、
バ
　
　
の
深
い
、
ま
た
著
名
な
随
筆
作
家
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
岡
部
伊
都
子
先
生
　
　
　
8
0

ス

の待
つ
所
ま
で
徒
歩
。
し
ば
し
飛
鳥
路
散
策
を
楽
し
む
。
板
蓋
宮
伝
　
　
を
お
迎
え
し
て
行
わ
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

承
地
で
は
、
大
化
の
改
新
（
六
四
五
年
）
の
舞
台
と
な
っ
た
現
地
に
立
っ
　
　
　
岡
部
先
生
の
お
話
に
は
全
て
に
魅
了
さ
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
が
、
な

て

感
動を
あ
ら
た
に
し
、
甘
橿
丘
か
ら
は
三
山
相
闘
の
畝
傍
・
耳
成
・
　
　
か
で
も
お
母
様
へ
の
信
頼
、
敬
愛
の
念
に
は
心
う
た
れ
た
。
蓮
如
上
人

香
具
を
見
や
り
、
ま
た
眼
下
に
ひ
ろ
が
る
飛
鳥
古
京
の
地
に
萬
葉
の
昔
　
　
白
骨
の
御
文
ー
『
朝
に
は
紅
顔
あ
り
て
、
夕
に
は
白
骨
と
な
れ
る
身
な

を
想
っ
た
。
な
ご
り
の
「
明
日
香
風
」
を
背
に
受
け
な
が
ら
、
三
時
三
　
　
り
』
の
如
く
、
私
達
は
朝
起
き
て
ま
だ
生
き
て
い
る
と
安
心
で
き
る
、

十分
、
甘
橿
丘
麓
広
場
を
出
発
し
て
再
び
バ
ス
で
帰
路
に
つ
く
。
人
数
　
　
し
か
し
次
の
瞬
間
、
別
れ
を
告
げ
ず
に
こ
の
世
の
も
の
で
は
な
く
な
っ

が多
く
て
説
明
が
十
分
に
聞
き
と
れ
な
か
っ
た
と
の
レ
ポ
ー
ト
も
あ
っ
　
　
て
し
ま
う
無
常
。
あ
り
が
と
う
の
一
言
を
も
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
お
母

た
の
で
、
実
施
方
法
を
検
討
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
今
回
は
、
教
室
で
　
　
様
と
の
最
期
の
別
れ
。
ま
た
、
「
私
は
た
だ
母
が
す
き
だ
っ
た
。
阿
弥

の

講
義
やビ
デ
オ
学
習
、
当
日
の
車
中
及
び
現
地
で
の
解
説
に
よ
っ
て
　
　
陀
さ
ん
よ
り
も
親
鷲
さ
ん
よ
り
も
、
母
が
す
き
で
し
た
か
ら
、
母
が
す

臨
地
学
習
の
成
果
を
あ
げ
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
　
　
　
（
北
谷
）
　
　
き
な
こ
と
は
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
…
…
母
を
喜
ば
せ
た
か
っ
た
」



と
話
さ
れ
た
時
に
は
胸
を
あ
つ
く
し
た
の
は
私
だ
け
で
は
な
か
っ
た
で
　
　
　
以
上
の
他
に
、
国
文
学
研
究
室
に
関
す
る
行
事
と
し
て
、
和
歌
文
学

あ
ろ
う
。
心
に
近
い
こ
と
ば
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
関
西
例
会
の
会
場
校
を
お
引
き
受
け
し
、
七
月
八
日
（
土
）
に
次
に
よ

　さ
ら
に
、
ど
ん
な
人
で
も
、
ま
ず
は
生
活
者
で
あ
る
、
と
い
う
。
「
生
　
　
う
な
要
領
で
催
さ
れ
た
。
第
四
十
回
と
い
う
ふ
し
め
の
会
を
本
学
に
て

活
」
と
は
「
生
き
、
活
か
す
こ
と
」
で
あ
り
、
生
き
て
い
る
自
分
を
、
　
　
開
ら
け
た
こ
と
は
光
栄
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

躍
罵
竃
熟
詳
儲
鵠
鷲
卸
纏
纏
鵠
　
　
和
歌
文
学
会
第
四
＋
回
関
西
例
ム
云

で
は
、
す
べ
て
の
物
事
の
真
の
姿
が
見
え
に
く
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
　
　
　
　
　
一
　
日
　
時
　
七
月
八
日
（
土
）
午
後
二
時
か
ら
午
後
七
時
ま
で

こ

れは
、
真
実
を
探
そ
う
と
す
る
者
の
目
測
が
誤
っ
て
い
る
の
か
、
そ
　
　
　
　
　
一
　
場
　
所
　
相
愛
女
子
短
期
大
学
　
短
大
棟

れと
も
真
実
を
提
供
し
よ
う
す
る
者
が
真
偽
を
正
確
に
判
断
で
き
て
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二
五
教
室
（
発
表
会
場
）

な
い
の
か
は
理
解
に
苦
し
む
が
、
心
に
近
い
こ
と
ば
を
話
す
こ
と
で
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二
二
教
室
（
休
憩
室
）

こ

こ

ろ

が
語
れる
。
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
こ
と
ば
を
持
つ
私
達
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二
一
教
室
（
委
員
会
室
）
　
　
　
一

人
間
に
と
っ
て
一
番
大
切
な
こ
と
は
、
こ
と
ば
を
利
用
し
て
こ
こ
ろ
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
食
　
堂
（
懇
親
会
場
）
　
　
8
1

語
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
ろ
の
な
い
こ
と
ば
は
何
の
効
力
も
持
た
な
い
　
　
　
　
一
　
研
究
発
表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

し
、
虚
し
い
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
『
和
歌
童
蒙
抄
』
に
お
け
る
「
古
詩
」
に
つ
い
て

　先
生
の
鋭
い
感
性
に
は
終
始
圧
倒
さ
れ
な
が
ら
も
、
吸
い
込
ま
れ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
南
女
子
大
学
大
学
院
　
　
　
田
中
　
幹
子
氏

いく
よ
う
な
魅
力
が
あ
っ
た
。
学
生
達
も
、
こ
の
貴
重
な
御
講
話
を
将
　
　
　
2
　
茂
吉
短
歌
の
俳
句
性
ー
誓
子
と
茂
吉
ー

来
へ
の
心
の
糧
と
し
て
、
生
き
、
活
か
し
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
光
華
女
子
大
学
教
授
　
　
　
　
神
谷
か
を
る
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
（
川
崎
）
　
　
　
3
　
　
『
紀
路
歌
枕
抄
』
に
つ
い
て
ー
地
方
史
研
究
に
お
け
る
歌
枕
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　問
題
　
　
　
帝
塚
山
学
院
短
期
大
学
教
授
　
鶴
崎
　
裕
雄
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　な
お
、
図
書
館
一
階
貴
重
書
展
示
室
に
お
い
て
春
曙
文
庫
（
故
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　中
重
太
郎
博
士
旧
蔵
清
少
納
言
枕
冊
子
関
係
）
を
中
心
と
し
、
藤
井

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　高
尚
の
著
作
な
ど
を
加
え
た
展
観
（
当
日
午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時



に
赫

芦
「
日
本
文
学
の
点
描
」
の
い
ー
ア
｜
三
大
阪
市
　
平
成
元
年
度
国
文
学
科
嚢
題
目

大
学開
放
講
座
、
相
愛
大
学
・
相
愛
女
子
短
期
大
学
市
民
教
養
講
座
が
、
　
　
文
学
概
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
林
　
　
　
曲
豆

相
愛
学
園
本
町
学
舎
を
会
場
に
十
月
二
十
一
日
か
ら
十
二
月
九
日
ま
　
　
国
文
学
概
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
　
木
　
弘
　
道

で
、
毎
土
曜
日
（
全
八
回
、
午
後
二
時
～
午
後
四
時
）
行
な
わ
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
槙
　
野
　
廣
　
造

主
催は
本
学
と
大
阪
市
教
育
委
員
会
で
あ
る
。
短
大
国
文
学
科
の
教
員
　
　
国
文
学
史
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
　
野
　
恵
　
海

な
ら
び
に
人
文
学
部
の
教
員
が
講
師
と
な
っ
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
次
の
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
　
川
　
敬
　
司

よ
う
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
文
学
史
H
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
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